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期
待
が
高
ま
る

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
展
開

ー
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
実
態
調
査
結
果
よ
り
ー 

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、畜
産
農
家
と

地
域
の
畜
産
関
係
者（
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

等
の
支
援
組
織
、流
通
加
工
業
者
、農
業
団

体
、行
政
等
）が
ク
ラ
ス
タ
ー（
ぶ
ど
う
の

房
）
の
よ
う
に
、一
体
的
に
結
集
す
る
こ

と
で
、畜
産
の
収
益
性
を
地
域
全
体
で
向

上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
取
り
組
み
の
主
な

流
れ
は
、①
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の

立
ち
上
げ（
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
、

畜
産
の
収
益
性
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

を
検
討
す
る
）②
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

の
作
成（
収
益
性
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
、役
割
分
担
等
を
記
載
し
た
計
画
を
作

成
す
る
）③
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
都

道
府
県
知
事
認
定（
都
道
府
県
知
事
が
必

要
事
項
を
確
認
し
た
上
で
、計
画
を
認
定

す
る
）
④
国
庫
補
助
事
業
等
の
活
用（
必

要
に
応
じ
て
、国
庫
補
助
事
業
へ
申
請
す

る
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
取
り
組
み
で
は
、地
域
の
畜
産
の
収

益
性
向
上
の
た
め
の
課
題
や
解
決
の
た
め
、

ク
ラ
ス
タ
ー
に
参
画
す
る
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
、役
割
の
も
と
、自
主
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、地

域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
作
成
し
た
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
中

心
的
な
畜
産
経
営
に
対
す
る
支
援
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、地
域
ぐ
る
み
で
収
益
性

を
向
上
さ
せ
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推
進

の
た
め
の
、新
た
な
取
り
組
み
の
実
証
や

全
国
的
な
普
及
活
動
等
を
支
援
す
る「
調

査
・
実
証
・
推
進
事
業
」、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
に
定
め
ら
れ
た
中
心
的
な
畜
産
経
営

の
収
益
性
の
向
上
等
に
必
要
な
機
械
の

リ
ー
ス
整
備
を
支
援
す
る「
機
械
導
入
事

業
」、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
定
め
ら
れ

た
中
心
的
な
畜
産
経
営
の
収
益
性
の
向
上
、

畜
産
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
必
要
な
施
設

整
備
等
を
支
援
す
る「
施
設
整
備
事
業
」

等
で
す
。

 

1  

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
と
は

　
近
年
、畜
産
農
家
を
は
じ
め
、地
域
の
畜
産
関
係
者
が
連
携
し
、畜
産
の
収
益
性
向
上

を
図
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
各
地
で
展
開
さ
れ
、そ
の
成
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、農
林
水
産
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
る「
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
実
態
調
査
」の
結
果
か
ら
、そ
の
取
り
組
み
の
実
態
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

酪農の未来を担う子牛たち

ボ イ ス

パパ

ママ

たろー

はなちゃん

パグもん

モモらぶ

ばぁちゃん

じぃちゃん

日本酪農の
最前線の話題を
ご紹介
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表 1　協議会の地域ブロック別の状況

資料：農林水産省畜産企画課「畜産クラスター協議会実態調査の結果（暫定版）」平成30年12月
注）多くの協議会で、複数の畜種等を対象としているため、割合の合計は100％にならない。

単位：頭

地域
ブロック 協議会数

対象としている畜種等の割合（上位3つ）
1位 2位 3位

北海道 107 酪農 94％ 肉用牛 86％ 飼料作物 50％
東北 135 肉用牛 61％ 酪農 53％ 養豚 37％
関東 202 酪農 48％ 肉用牛 41％ 養豚 31％
北陸 25 肉用牛 64％ 酪農 56％ 採卵鶏 40％
東海 56 肉用牛 39％ 採卵鶏 39％ 酪農 36％
近畿 47 酪農 60％ 肉用牛 57％ 採卵鶏 32％
中・四国 108 肉用牛 55％ 酪農 44％ 飼料作物 23％
九州・沖縄 201 肉用牛 61％ 養豚 31％ 酪農 21％

会
に
お
い
て
は
、複
数
の
畜
種
等
を
対
象
と

し
て
い
る
た
め
、合
計
は
前
述
の
協
議
会
数

（
8
8
1
）と
一
致
し
ま
せ
ん
。協
議
会
の
対

象
と
し
て
い
る
畜
種
等
の
割
合
を
地
域
別

に
み
る
と
、酪
農
は
北
海
道
、関
東
、近
畿
で

第
１
位
を
占
め
て
お
り
、東
北
、北
陸
、中
・

四
国
で
第
２
位
、残
る
東
海
と
九
州
・
沖
縄

で
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
取
り
組
む

べ
き
政
策
課
題
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

①「
飼
養
規
模
拡
大
・
飼
養
管
理
の
改
善
」

を
7
1
9
協
議
会
②「
自
給
飼
料
の
拡
大
」

を
6
2
1
協
議
会
③「
労
働
負
担
の
軽
減
」

を
4
9
4
協
議
会
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
内
容
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、①

「
堆
肥
の
利
用
促
進
」
に
5
3
4
協
議
会

②「
飼
養
衛
生
管
理
の
改
善
」
に
4
6
3

協
議
会
③「
草
地
等
の
改
善
・
面
積
拡
大
」

に
3
4
0
協
議
会
④「
飼
料
用
米
の
利
用

拡
大
」に
2
8
5
協
議
会
⑤「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

の
利
用
拡
大
」に
2
5
9
協
議
会
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
に
取
り
組
ん
だ
酪
農

経
営
に
お
け
る
事
業
の
効
果
を
挙
げ
る
と
、

経
産
牛
飼
養
頭
数
が
2
4
0,
3
2
6
頭
か

ら
2
6
1,
2
7
2
頭
に
２
万
頭
以
上
増
加

し
て
い
ま
す
。取
り
組
み
事
業
別
で
は
、施

設
整
備
を
実
施
し
た
経
営（
1
7
3
件
）で

は
2
7,
3
8
9
頭
か
ら
3
2,
7
3
5
頭

に
5,
3
4
6
頭
、機
械
導
入
を
実
施
し
た
経

営（
2,
0
6
6
件
）
で
は
2
1
2,
9
3
7

頭
か
ら
2
2
8,
5
3
7
頭
に
1
5,
6
0
0

頭
の
増
頭
が
み
ら
れ
ま
す（
図
２
参
照
）。

な
お
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
88
戸

で
は
、一
日
１
頭
当
た
り
乳
量
が
29

 

.
6 

㎏

か
ら
31 .
4 

㎏
に
約
6.
1
％
増
加
し
て
い
ま

す
。ま
た
、事
業
を
実
施
し
た
経
営
で
は
、飼

料
収
穫
面
積
の
拡
大（
27 .
7
ha
→
31 .
5
ha
）

や
、乳
用
牛
性
判
別
精
液
の
種
付
割
合
の

増
加（
17
％
→
21
％
）も
進
ん
で
い
ま
す
。

❶
北
海
道
の
事
例

　

こ
の
地
域
の
農
業
は
畑
作
物
主
体
で
あ

り
、酪
農
は
主
に
家
族
経
営
で
、後
継
者
不

足
・
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、労
働
負
担
増
に

よ
る
離
農
が
進
行
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
や
町
営
牧
場
な
ど
外
部
支
援
組

織
の
利
用
を
促
進
し
つ
つ
も
、一
経
営
体

内
で
の
労
働
負
担
軽
減
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
酪
農
生
産
額
維
持

の
た
め
に
、離
農
農
家
の
経
営
資
源
の
引

き
受
け
手
と
な
る
経
営
体
の
規
模
拡
大
・

施
設
等
整
備
も
必
要
で
す
。し
か
し
、畑
作

中
心
の
地
域
柄
も
あ
り
、最
新
技
術
の
導

入
等
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、省
力
化
機
械
の
導
入
・
町
営
牧

場
や
外
部
支
援
組
織
の
さ
ら
な
る
活
用
に

よ
り
、労
働
負
担
軽
減
に
よ
る
飼
養
管
理

の
改
善
・
労
働
余
力
を
有
効
活
用
し
た
生

産
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
、畑
作
地
域

の
特
性
を
活
か
し
、麦
わ
ら
と
堆
肥
の
交

換
・
で
ん
ぷ
ん
粕
サ
イ
レ
ー
ジ
飼
料
の
利

用
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
・
地
域
内
循

環
型
農
業
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、外
部
支
援
組
織
の
有
効
活
用

に
よ
る
、良
質
で
低
コ
ス
ト
の
粗
飼
料
生

産
・
利
用
の
拡
大
お
よ
び
、ゆ
と
り
あ
る
経

営
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
で
は
、２
件（
酪
農
家
２

戸
）が
飼
養
規
模
の
拡
大
・
飼
養
管
理
の
改

善
の
た
め
の
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

❷
都
府
県
の
事
例

　

こ
の
地
域
は
、明
治
時
代
か
ら
乳
牛
が

飼
育
さ
れ
て
い
る
1
3
0
年
の
歴
史
を
も

つ
酪
農
産
地
で
、昭
和
30
年
か
ら
農
協
プ

ラ
ン
ト
で
ブ
ラ
ン
ド
牛
乳
を
生
産
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・

都
市
化
の
進
行
等
の
要
因
に
よ
り
酪
農

家
戸
数
が
減
少
し
、生
乳
生
産
量
や
自
給

飼
料
栽
培
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
打
開
策
に
つ
い
て
、生

産
者
、農
協
、関
係
機
関
で
検
討
し
た
結

果
、作
業
の
外
部
化
等
に
よ
り
酪
農
家
の

生
産
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、農
協
が
自
給
飼
料
生
産
の
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を
開
始
し
、自
給
飼

料
栽
培
・
収
穫
作
業
を
受
託
し
、中
心
的
経

営
体
と
と
も
に
地
域
の
自
給
飼
料
生
産
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。酪
農

家
は
省
力
化
機
械
の
導
入
や
遊
休
畜
舎
の

活
用
に
よ
り
、生
産
性
の
向
上
や
経
営
規

模
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
で
は
、3
件（
農
協
、酪
農

家
2
戸
）が
飼
料
収
穫
機
械
、搾
乳
関
係
機

械
装
置
等
の
導
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

3  

協
議
会
の
政
策
課
題
と
取
り
組
み
内
容
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酪
農
で
の
取
り
組
み
事
例

　

農
林
水
産
省
が
実
施
し
た「
平
成
30
年

度
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
、図
１
に
示
し
た
通
り
、平
成
30

年
度
ま
で
に
全
国
で
8
8
1
の
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、都
道

府
県
別
に
み
る
と
、北
海
道（
1
0
7
）、鹿

児
島
県（
53
）、栃
木
県（
46
）、岩
手
県（
41
）、

千
葉
県（
34
）の
順
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
地
域
の
範
囲
は
、市
町
村
単

位
が
4
1
1
協
議
会
で
全
体
の
約
半
数
、

農
協
単
位
が
1
7
0
協
議
会
、都
道
府
県

単
位
が
1
6
3
協
議
会
で
、そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。協
議
会
の

事
務
局
は
、農
協
が
3
3
7
協
議
会
で
全

体
の
４
割
、市
町
村
が
3
0
5
協
議
会
で

全
体
の
３
割
を
担
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
２

つ
の
協
議
会
で
全
体
の
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。な
お
、農
協
が
参
加
し
て
い
る
協
議

会
は
6
8
4
協
議
会
で
あ
り
、全
体
の
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
、農
協
等
を
単
位
と
し
た
協
議
会

が
大
旨
を
占
め
る
理
由
と
し
て
は
、既
存
の

推
進
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
、補
助
事
業

の
申
請
事
務
等
の
事
務
能
力
を
有
し
て
い

る
機
関
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

畜
種
別
の
協
議
会
数
は
、肉
用
牛
が

5
0
4
協
議
会
、酪
農
が
4
2
2
協
議
会
、

養
豚
が
2
6
6
協
議
会
、採
卵
鶏
が
1
7
3

協
議
会
、肉
用
鶏
が
94
協
議
会
、飼
料
作
物

が
1
8
1
協
議
会
で
す
。約
４
割
の
協
議

 

2  

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
数
の
増
加

図 1　畜産クラスター協議会数の推移

資料：農林水産省畜産企画課「畜産クラスター協議会実態調査
の結果（暫定版）」平成30年12月
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図 2　乳用経産牛 飼養頭数の増加効果

資料：農林水産省畜産企画課「畜産クラスター協議会実態調査の結果（暫定版）」平成30年12月
注）平成30年3月末までに事業完了した施設設備173件、機械導入2,066件の成果である。
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